
国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

2 0 2 2 年

荒川区西日暮里2- 5 5 - 1

国鉄労組東京地方本部

発行責任者　鎌田博一

編集責任者　地口明世

No.1862

3 月 1 日

書
面

発
言
書
面

発
言

国　  労　  東　  京（1）2022 年 3 月 1 日（毎月 1回５日発行） No. 1862

現
役
組
合
員
と
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
組

織
数
が
逆
転
し
、
組
織
拡
大
の
闘
い
を
全
組

合
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
職
場
代
表
選

挙
で
は
９
職
場
で
立
候
補
し
、
国
労
の
存
在

を
示
す
取
り
組
み
、
そ
し
て
日
常
的
な
世
話

役
活
動
の
中
で
信
頼
関
係
を
築
き
、
組
織
拡

大
の
展
望
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

立
川
車
掌
区
で
は
ダ
イ
ヤ
改
正
ご
と
に

長
時
間
連
続
乗
務
、
拘
束
時
間
の
延
長
、
食

事
睡
眠
時
間
の
削
減
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。

最
近
は
宿
泊
地
で
起
床
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
の
検
査
や
シ
ー
ツ
交
換
の
時
間
も
加
わ

り
、
特
に
女
性
へ
の
負
担
は
過
酷
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
こ
１
３
年
間
の
懸
案
事
項
と

し
て
、
豊
田
運
輸
区
乗
泊
の
徒
歩
時
間
問
題

が
あ
る
。
起
床
点
呼
後
当
直
と
寝
室
の
間
を

５
分
ほ
ど
歩
く
。
こ
の
間
改
善
要
求
を
あ
げ

て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
一
歩
も
前
進
し
て

い
な
い
。

次
に
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
故
障
の
対
応

の
問
題
と
し
て
、
三
鷹
乗
泊
で
検
知
器
が
故

新
井
　
孝
久八王

子
地
区
本
部

立
川
車
掌
区

障
し
、
三
鷹
〜
豊
田
間
が
運
休
に
な
っ
た
が
会

社
の
根
本
的
な
対
策
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
さ

ら
に
行
先
地
手
当
廃
止
に
よ
る
問
題
と
し
て

は
、
拘
束
時
間
が
延
長
さ
れ
、
会
社
は
ノ
ー
ペ

イ
時
間
で
も
自
由
に
運
用
で
き
る
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。
さ
ら
に
会
社
側
の
対
応
は
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
、
発
車
時
刻
の
１
０
秒
単
位
で
報

告
す
る
事
象
も
聞
か
れ
、
過
大
な
緊
張
感
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
ミ
ス
を
誘
発
、
メ
ン
タ
ル

に
異
常
を
き
た
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
関
連
で
の
待
遇
改
善
、
設
備
改
善

を
中
心
に
他
労
組
、
組
合
未
加
入
者
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
会
社
に
申
し
入
れ
て
き
た
。

会
社
は
乗
務
員
の
犠
牲
が
前
提
の
勤
務
制
度
を

改
め
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
出
産
休

暇
、
育
児
介
護
休
職
が
気
兼
ね
な
く
取
得
で
き

る
要
員
体
制
と
、
休
職
期
間
中
の
定
期
昇
給
、

期
間
率
に
よ
る
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
廃
止
。
育

休
か
ら
復
帰
後
の
時
短
行
路
の
拡
充
。
エ
ル
ダ

ー
組
合
員
が
誇
り
を
持
っ
て
６
５
歳
ま
で
働
け

る
賃
金
と
労
働
条
件
の
保
証
、
エ
ル
ダ
ー
行
路

の
導
入
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
運
転
士

の
配
属
先
は
、
本
人
の
希
望
、
将
来
展
望
を
勘

案
す
る
等
の
実
現
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

い
き
な
り
昇
給
半
分
、
ボ
ー
ナ
ス
大
幅
カ

ッ
ト
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
話
題
で
盛
り
上

が
る
こ
と
も
あ
る
。
中
堅
の
仲
間
か
ら
は
、
俺

た
ち
の
言
葉
が
通
じ
な
い
、
絶
望
感
し
か
な
い

と
い
っ
た
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
見
つ
け
て
じ
っ
く
り
と
話
を
し
て
い
く

こ
と
が
第
一
歩
だ
と
感
じ
る
。
組
織
拡
大
に
向

け
、
若
い
国
労
加
入
者
の
発
想
、
知
恵
を
原
動

力
と
し
て
組
織
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
組
織

強
化
拡
大
に
向
け
職
場
か
ら
闘
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

鳩
貝
　
恒
一

柳
沢
　
和
彦

東
京
支
部

渋
谷
駅

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東

東
京
支
店

８
月
に
職
場(

渋
谷
駅)

で
一
気
に
１
０
人
以

上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
出
た
。
い

く
ら
感
染
症
対
策
を
し
て
も
防
ぎ
切
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
露
呈
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
感
染
症
対
策

が
万
全
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
り
「
仕
事
を
う

ま
く
回
さ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

い
た
。

会
社
は
今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
後
、
感
染
症

対
策
を
一
気
に
強
化
し
、
詰
所
の
机
や
食
事
の
テ

ー
ブ
ル
に
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
、
喫
煙
所
を

含
め
利
用
人
数
制
限
と
消
毒
液
・
空
気
清
浄
機
の

配
置
を
し
て
い
る
。

団
体
交
渉
の
場
で
は
、
会
社
側
も
危
機
意
識

を
も
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
国
労
と
し
て
現

場
で
小
さ
な
子
供
を
抱
え
て
い
る
方
や
妊
娠
中
の

バ
ス
タ
新
宿
駅
を
中
心
に
高
速
線
を
中
心
に

運
行
し
て
い
る
職
場
。
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
乗
客
の
減
少
に
よ

り
バ
ス
の
減
便
・
運
休
が
続
い
る
。

３
６
協
定
代
表
者
は
新
組
合
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
労

働
組
合
が
握
っ
て
い
る
。
国
労
と
し
て
代
表
選
挙

を
闘
っ
て
き
た
が
、
９
名
の
組
織
で
昨
年
は
３
７

名
と
い
う
、
今
ま
で
最
高
の
得
票
を
獲
得
し
た
。

組
織
の
4
倍
以
上
の
得
票
は
他
労
組
・
社
友
会
の

中
で
現
状
に
不
平
・
不
満
が
あ
り
国
労
に
期
待
し

て
い
る
仲
間
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

日
頃
の
国
労
運
動　

に
自
信
と
確
信
を
も
っ
て
、

組
織
拡
大
に
頑
張
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス

関
東
は
発
足
以
来
初
の
赤
字
と
な
り
経
費
節
減
の

協
力
つ
い
て
社
員
に
強
制
し
て
い
る
が
、
社
員
も

減
収
で
生
活
も
成
り
立
た
な
い
。
乗
務
員
は
い
つ

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
な
の

に
バ
ス
車
内
の
消
毒
も
乗
務
員
ま
か
せ
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
個
人
ま
か
せ
で
あ
り
、
危
機
管
理
能
力

が
問
わ
れ
る
。

バ
ス
関
東
の
子
会
社
「
バ
ス
テ
ッ
ク
」
で
お

も
に
清
掃
を
し
て
い
る
方
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、

入
院
で
き
ず
自
宅
療
養
中
に
亡
く
な
っ
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
た
い
。
し
か
し
会
社
は
こ
の
事
を

報
告
す
る
事
も
な
い
。
私
た
ち
は
仕
事
で
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
な
い
、
家
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
最
大

の
対
応
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
。
是
非
全
社
員
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
・
感
染
者
が
出
た
時
の
対

応
・
社
内
で
の
感
染
予
防
対
策
の
強
化
を
要
請
す

る
。２

０
２
０
年
１
２
月
２
２
・
２
３
日
に
東
京
技

術
セ
ン
タ
ー
で
産
業
廃
棄
物
処
理
が
行
わ
れ
た
際

岡
部
　
貴
一

東
京
支
部

京
信
号
技
術
セ
ン
タ
ー

１
月
内
外
の
動
き

１
月
４
日

東
京
地
本
仕
事
始
め

１
月
６
日

関
東
地
方
の
平
野
部
で
も

１
０
セ
ン
チ
の
積
雪
を
記
録

１
月
１
４
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
１
２
支
社
を
３
社
に

再
編
し
機
能
集
約
す
る
こ
と
を
発
表
。

現
在
の
１
２
支
社
を
「
首
都
圏
」

「
東
北
」「
新
潟
」
の
三
つ
の
エ
リ
ア

に
再
編
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

東
京
支
社
を
「
首
都
圏
本
部
」、
仙
台

支
社
を
「
東
北
本
部
」
に
改
称
し
、

運
行
す
る
各
県
の
大
半
に
置
い
て
い

る
支
社
の
機
能
の
一
部
を
集
約
す
る
。

１
月
２
０
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
最
長
２
年
の
休
職
制

度
の
導
入
発
表
。
全
社
員
を
対
象
に

し
た
新
休
職
制
度
を
４
月
に
設
け
る

方
針
で
あ
る
。

ス
イ
カ
デ
ー
タ
の
利
用
デ
ー
タ
を
も
と
に

作
成
し
た
統
計
情
報
を
駅
ご
と
に

ま
と
め
た
分
析
レ
ポ
ー
ト
「
駅
カ
ル

テ
」を
発
表
。
利
用
デ
ー
タ
を
集
計
し
、

首
都
圏
お
よ
そ
６
０
０
駅
の
各
駅
の

利
用
状
況
を
示
す
定
型
レ
ポ
ー
ト
を

社
外
へ
販
売
す
る
こ
と
を
検
討

１
月
２
５
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
暴
力
対
策
と
し
て
、

駅
員
が
カ
メ
ラ
を
着
装
す
る
４
月

か
ら
導
入
検
討

１
月
２
９
日

第
１
９
２
回
拡
大
中
央
委
員
会
が

１
０
時
か
ら
交
通
ビ
ル　

Ｂ
１
Ｆ

会
議
室
開
催
さ
れ
る
。

１
月
３
１
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
第
３
四
半
期
累
計
で

２
期
連
続
の
赤
字
８
３
７
億
円
・

通
期
予
想
１
６
０
０
億
円
の
赤
字
の

見
込
み
。

第
　
回
地
方
大
会

発
言
集
（
そ
の
２
）

第
　
回
地
方
大
会

発
言
集
（
そ
の
２
）

7272

方
に
対
す
る
勤
務
免
除
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
職
場

の
中
は
非
常
に
暗
く
な
り
、
将
来
に
対
す
る
不
安

も
あ
る
。
地
本
と
し
て
も
、
会
社
の
財
務
状
況
・

内
部
留
保
な
ど
年
末
一
時
金
の
原
資
に
問
題
の
な

い
こ
と
を
宣
伝
し
て
ほ
し
い
。



国　  労　  東　  京（2）2022 年 3 月 1 日（毎月１回５日発行） No. 1862

職
場
で
は
、
新
系
列
車
両
の
導
入
に
よ
り
、
検
査

方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。「
車
番
検
査
」
と

い
わ
れ
た
も
の
が
「
機
能
保
全
検
査
」
と
な
り
、

大
幅
な
要
員
削
減
が
行
わ
れ
た
。
だ
が
削
減
し
た

要
員
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
時
間
や
手
間
の
か

か
る
作
業
は
業
務
委
託
を
強
行
し
た
。
申
請
車
両

も
導
入
か
ら
２
０
数
年
も
た
つ
と
経
年
劣
化
と
後

付
け
機
器
の
検
査
項
目
も
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
当

初
の
要
員
で
は
時
間
内
に
で
き
ず
に
、
超
勤
が
発

生
し
て
い
る
。
ま
た
、
車
両
故
障
が
あ
っ
て
も
職

場
に
部
品
が
な
く
、
廃
車
か
ら
取
り
外
し
対
応
す

る
な
ど
、
安
全
・
快
適
で
快
適
な
車
両
と
言
え
な

い
。
さ
ら
に
照
明
設
備
が
古
く
、
排
水
が
悪
く
蚊

　

職
場
の
小
山
駅
で
は
、
業
務
委
託
が
す
す
め
ら
れ
、

２
０
２
１
年
３
月
に
忘
れ
物
扱
い
所
４
月
に
は
新
幹
線

の
改
札
業
務
が
委
託
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
生
活
が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
職
場
で
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
手
洗
い
・

う
が
い
・
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
し
、

輸
送
教
務
に
従
事
す
る
社
員
を
優
先
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な

い
改
札
社
員
が
感
染
し
自
宅
待
機
に
な
っ
た
。
不
安
を

感
じ
る
社
員
は
微
熱
や
体
調
不
良
を
理
由
に
休
む
人
も

増
え
て
い
る
。

　

国
鉄
世
代
の
大
量
退
職
時
代
を
迎
え
、
世
代
交
代
と

技
術
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
柔
軟
な
働
き
方
の

提
案
が
出
さ
れ
る
中
、
職
場
で
起
き
て
い
る
事
を
丁
寧

に
見
つ
め
な
お
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
組
織

拡
大
に
奮
闘
し
た
い
。

も
発
生
す
る
な
ど
、
職
場
環
境
の
改
善
も
急
務
だ
。

　

労
働
安
全
委
員
に
国
労
と
し
て
も
参
加
し
、
職
場
の

問
題
点
や
改
善
が
必
要
な
事
を
議
論
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
真
夏
の
高
所
作
業
で
、
扇
風
機
や
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
等
も
要
求
し
て
き
た
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

が
、
空
調
服
を
要
求
し
貸
与
さ
せ
る
事
が
で
き
た
。
国

労
組
合
員
は
２
名
と
な
っ
た
が
、
組
織
拡
大
に
向
け
た

日
常
的
な
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
車
両
用
信
号
炎
管
の
廃
止
」
と
「
仕

業
検
査
有
効
期
間
の
見
直
し
」
の
説
明
を
行
っ
た
。
東

日
本
運
転
協
議
会
は
４
点
に
つ
い
て
本
社
に
説
明
を
求

め
た
が
、
疑
問
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

２
０
２
１
春
闘
は
ベ
ア
「
０
」
だ
け
で
な
く
、
定
期

昇
給
の
削
減
、
夏
の
一
時
金
で
の
低
額
回
答
を
行
い
、

赤
字
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
成
長
投
資
は
増
額
し
な

が
ら
人
件
費
の
削
減
を
し
て
い
る
。
ま
し
て
安
全
に
か

か
わ
る
も
の
ま
で
、
コ
ス
ト
削
減
は
許
さ
れ
な
い
。

　

菅
内
閣
の
退
陣
は
自
公
政
権
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

対
す
る
無
為
・
無
策
が
招
い
た
感
染
拡
大
に
よ
り
、
国

民
の
世
論
と
運
動
に
よ
る
結
果
だ
。
い
く
ら
政
権
の
表

紙
を
変
え
て
も
中
身
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
安

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
民
主
党
の
回
復
を
求
め
る
市
民

連
合
が
「
野
党
共
通
政
策
の
提
言
」
を
発
表
し
、
衆
議

院
選
挙
は
政
権
交
代
の
チ
ャ
ン
ス
だ
、
国
労
東
京
が
そ

の
先
頭
に
立
ち
奮
闘
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

竹
村
　
聡

北
岡
　
宏

神
奈
川
地
区
本
部

横
浜
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｒ
貨
物

神
奈
川
臨
海
川
崎
貨
物
駅

保
科
　
誠
司

八
王
子
地
区
本
部

三
鷹
車
両
セ
ン
タ
ー

に
分
会
の
組
合
書
庫　

が
廃
棄
さ
れ
た
が
、
解
決

に
半
年
と
い
う
時
間
が
か
か
っ
た
の
か
納
得
が
い

か
な
い
。
普
段
信
号
の
障
害
事
故
が
起
き
た
場

合
、
そ
の
日
に
も
追
及
・
今
後
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
が
、
会
社
は
重
要
な
事
と
考
え
て
い
な
い
。

エ
ル
ダ
ー
出
向
発
令
時
を
前
後
し
て
、
国
労

を
脱
退
す
る
組
合
員
が
で
て
い
る
。
エ
ル
ダ
ー
に

な
れ
ば
、
賃
金
が
減
ら
さ
れ
、
仕
事
は
キ
ツ
イ
し
、

労
働
条
件
も
改
善
さ
れ
ず
、
嫌
気
を
さ
し
て
辞
め

て
し
ま
う
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
。
こ
の
事
を
東

京
地
本
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
エ
ル
ダ
ー

再
雇
用
ま
で
の
流
れ
・
出
向
先
等
の
提
示
で
す
。

電
気
で
は
エ
ル
ダ
ー
出
向
直
前
に
な
ら
な
け
れ
ば

提
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
東
日
本
本
部
は
会
社
と
の
交

渉
で
社
員
の
不
安
解
消
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を

強
く
求
め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
会
社
か

ら
の
提
示
・
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
職
場
で
お
き
て
い
る
。

エ
ル
ダ
ー
を
希
望
し
て
も
会
社
に
従
順
な
社

員
し
か
認
め
な
い
と
い
う
新
た
な
差
別
で
あ
る
。

再
度
「
再
雇
用
ま
で
の
流
れ
」
出
向
先
等
の
提
示

な
ど
ル
ー
ル
通
り
行
う
よ
う
、
東
日
本
本
部
に
対

し
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
と
も
に

支
社
に
強
く
抗
議
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
支
部

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
の
感
染
対
策
に
対
す
る

要
望
書
を
提
出
し
、
団
体
交
渉
待
ち
に
な
っ
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
不

安
・
不
満
を
払
拭
で
き
る
対
策
を
要
請
す
る
。

大
井
機
関
区
班
は
組
合
員
９
名
中
、
６
０
歳

以
上
は
６
名
と
な
る
。

貨
物
職
場
で
急
遽
４
月
に
人
事
制
度
の
修
正

が
あ
り
、
定
年
及
び
定
年
退
職
日
は
６
０
歳
に
達

す
日
の
属
す
る
年
度
の
７
月
末
日
と
し
、
昇
給
の

実
施
日
を
７
月
１
日
に
変
更
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。　こ

れ
は
運
転
職
場
の
慢
性
的
な
運
転
士
不
足

に
よ
り
年
休
が
取
得
で
き
な
い
事
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
職
場
接
種
に
つ
い
て
も
勤
務
の
都
合
が
つ

か
ず
、
何
割
か
の
運
転
士
は
職
域
接
種
が
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。

　

近
年
大
き
な
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
東

海
道
線
・
山
陽
本
線
な
ど
の
幹
線
で
も
何
日
も
不

通
の
状
態
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
度
に
迂
回
列

大
石
　
聡

Ｊ
Ｒ
貨
物

大
井
機
関
区

深
谷
　
政
一

大
宮
地
区
本
部

小
山
駅

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
、
会
社

側
の
提
案
に
対
し
、
労
働
組
合
が
ど
の
よ
う
に
会

社
側
の
提
案
に
対
し
取
り
組
み
し
、
行
動
を
す
る

の
か
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　

会
社
側
は
各
個
人
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
組
合
に
提

案
す
る
と
同
時
に
施
策
を
流
し
、
そ
し
て
提
案
即

実
施
し
て
い
る
。
会
社
は
労
働
組
合
の
不
要
論
を

浸
透
さ
せ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
長
期
に
わ
た
り
発
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
組
合
と
し
て
の
取
り
組
み
や
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
な
か
、
現
状
が
つ
か
み
に
く

い
。
で
き
る
限
り
早
め
の
情
報
の
伝
達
を
お
願
い

し
た
い
。

　

こ
の
間
神
奈
川
地
区
本
部
で
も
駅
職
場
で
青
年

の
加
入
が
続
い
て
い
る
。
青
年
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
、
国
労
の
組
織
拡
大
の
流
れ
を
作

り
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
青
年
が
加
入
し
た

分
会
で
は
職
場
環
境
の
要
求
な
ど
分
会
活
動
も
日

常
的
に
努
力
し
て
い
る
。
組
織
拡
大
に
は
地
道
な

活
動
が
必
要
で
、
職
場
の
小
さ
な
声
を
拾
い
会
社

側
に
要
求
を
上
げ
分
会
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
課
題
だ
。
微
力
な
が
ら
組
織
拡
大
に
努
力

し
た
い
。

　

社
宅
で
は
、
１
５
年
経
過
し
た
社
員
の
退
去
通

知
が
き
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
申
請
の
方
法
や
用

紙
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。
支
社
に
確
認
し
て
も

本
社
よ
り
具
体
的
な
実
施
要
項
が
き
て
い
な
い
と

し
か
返
答
が
な
い
。
突
然
退
去
と
い
わ
れ
て
も
対

応
で
き
な
い
し
、
現
在
入
居
し
て
い
る
若
い
世
代

も
将
来
の
不
安
を
口
に
し
て
い
る
。
ま
た
４
５
才

か
ら
の
社
宅
の
傾
斜
家
賃
制
度
で
は
エ
ル
ダ
ー
社

員
で
は
賃
金
が
半
分
以
下
な
の
に
家
賃
は
１
，
８

倍
と
な
る
。
制
度
の
廃
止
交
渉
を
お
願
い
す
る
。

貨
物
会
社
は
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
や
期
末
手
当

の
低
額
回
答
を
続
け
る
な
ど
、
社
員
と
家
族
を
犠

牲
に
す
る
施
策
を
進
め
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
新

賃
金
制
度
の
導
入
に
よ
る
更
な
る
人
件
費
の
削
減

を
目
指
し
て
い
る
。

　

地
球
環
境
の
変
化
に
よ
り
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
経
済
の

低
迷
が
続
く
が
、
貨
物
会
社
は
黒
字
を
出
し
て
も

社
員
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
内
部
留
保
を
増
や

し
て
い
る
。
さ
ら
に
要
員
不
足
が
続
き
休
日
出
勤

や
年
休
が
取
れ
な
い
状
況
で
社
員
は
疲
弊
し
て
い

る
。
切
実
な
要
求
を
会
社
へ
と
訴
え
続
け
て
い
く

た
め
に
も
組
織
拡
大
が
重
要
だ
。

　

現
在
労
働
組
合
の
不
要
論
も
で
て
い
ま
す
が
、

労
働
組
合
が
な
け
れ
ば
会
社
の
思
う
よ
う
に
働
か

さ
れ
る
。
安
全
・
安
定
輸
送
を
守
る
た
め
に
も
関

連
会
社
を
含
め
た
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
取

り
組
み
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。
さ
ら
に

雇
用
と
く
ら
し
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
多
く
の
仲

間
、
地
域
か
ら
闘
い
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

　

菅
首
相
は
こ
の
間
憲
法
・
世
論
に
背
を
向
け
進

め
ら
れ
た
政
治
は
、
な
ん
の
説
得
力
も
な
い
。
国

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
り
、
労
働
者
、
国
民

の
切
実
な
要
求
を
実
現
す
る
た
め
新
た
な
政
権
を

作
る
よ
う
奮
闘
し
た
い
。

車
な
ど
臨
時
列
車
が
設
定
さ
れ
乗
務
員
の
勤
務
も

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
７
月
の
熱
海
伊

豆
山
で
土
石
流
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
、
伊
那
ト

ン
ネ
ル
内
に
５
本
の
貨
物
列
車
が
１
０
時
間
以
上

に
わ
た
り
抑
止
さ
れ
、
そ
の
間
食
料
・
水
分
の
補

給
も
な
く
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
況

が
続
い
た
。
ほ
か
に
も
人
身
事
故
・
動
物
と
の
衝

撃
な
ど
大
幅
な
抑
止
・
遅
れ
も
あ
り
、
貨
物
運
転

士
の
劣
悪
な
状
況
の
改
善
を
も
と
め
る
。


